
会　場　アクロス福岡：B2イベントホール

開会

九州減災コンソーシアムの取り組み

基調講演　
「九州地方の地震活動とその特徴」

座長：松田 泰治 氏

九州大学 地震火山観測研究センター長 

休憩・パネル紹介

パネルディスカッション
【テーマ】
「迫りくる地震災害の脅威について」を語る

13:30~17:00

（福岡市中央区天神 1丁目 1番 1号）

TIME SCHEDULE　　　　　　　

EVENT DETAILS

13:30~

13:35~

13:50~

14:40~

15:00~
17:00

近年、激甚化、頻発化する自然災害は、我々が想像する規模、頻度をはるかに超え、特に災害のリスクの高い
九州地域においては、災害リスクへの対応は、非常に厳しいものになっています。そこで、九州における災害・
防災に関わる様々な社会インフラを担う国、自治体、民間、関係団体、大学、業界などが一体となり、産官学
が連携した取り組みが重要となる時代です。
本シンポジウムは “九州各地における自然災害リスク” をテーマに、講演を行い語り合います。
　

Kyushu Disaster Mitigation Symposium

【パネリスト】
●松田 泰治 氏  ( 九州大学  名誉教授（座長））
●松本 聡 氏  ( 九州大学  地震火山観測研究センター長）
●森田 康夫 氏  ( 九州地方整備局長）
●宮下 由香里 氏 ( 産業技術総合研究所地質調査総合センター
　　　　　　　　　　                   活断層・火山研究部門統括研究主幹）

●古庄 修治 氏　( 元熊本市政策局長）
●山崎 勉 氏  ( ㈱ NTT ドコモ九州支社ネットワーク部災害対策室長 )

【コーディネーター】
●三谷 泰浩 氏 ( 九州大学大学院教授）

                                        松本 聡 氏

■主催：九州減災シンポジウム実行委員会
　　　　　（九州大学、九州地方整備局、福岡管区気象台、国土地理院九州地方測量部、NEXCO西日本（株）、福岡北九州高速道路公社、九州電力（株）、
　　　　 　 西日本電信電話（株）、西部ガス（株）、（株）NTTドコモ、KDDI（株）、ソフトバンク（株）、楽天モバイル（株）、（株）QTnet）
■共催：一般社団法人九州地域づくり協会、九州大学 アジア · オセアニア研究教育機構、一般社団法人国立大学協会九州地区支部会議　防災・環境ネットワーク部会
■後援：九州防災連絡会

平成 28 年熊本地震の被害状況



平成元年 10 月東北大学理学部、平成 8 年 7 月
秋田大学鉱山学部を経て現職。長崎県島原市に
あるセンターを拠点として雲仙・普賢岳や九州
で発生する地震や地殻変動を観測し、火山噴火
や地震が発生に関する研究に取り組んでいる。

[ 基調講演・パネルディスカッション・登壇者プロフィール ]

パネル展示

九州大学  地震火山観測研究センター長

九州大学  名誉教授（座長）

松本 聡 氏

松田 泰治 氏
平成 16 年 4 月 熊本大学工学部教授、平成 29
年 5 月 九州大学大学院教授を経て、現職。熊
本地震では自身も被災され、現地で対応にあた
る。地震工学の立場から、地域の防災力向上に
貢献できるシステム構築に取り組んでいる。

産業技術総合研究所地質調査総合センター
活断層・火山研究部門統括研究主幹

九州地方整備局長

宮下 由香里 氏

森田 康夫 氏
昭和 63 年建設省（現国土交通省）入省。平成
27 年 12 月九州地方整備局熊本河川国道事務所
長、国土技術政策総合研究所企画部長などを経
て今年 7 月より現職。熊本地震時には事務所長
として現場対応にあたる。

新潟大学、愛媛大学、大阪市立大学を経て、平成
11 年より通産省工業技術院地質調査所（現産業技
術総合研究所）に勤務。令和 5年より現職。専門
は地質学と古地震学。全国の活断層の調査・研究
とその成果普及を通じて、防災・減災に取り組む。

NTTﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑ研究所等を経て平成 15 年ﾄﾞｺﾓへ。
ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ部、長崎支店NW部長等を経て現職。
九州・沖縄の災害対応、設備保守全般を統括し、NW
設備の強靭化、有事の際の速やかなｻｰﾋﾞｽ復旧対応に向
けた関係機関との連携強化等、平時からの備えを意識
した業務に取り組む。

㈱NTT ドコモ九州支社ネットワーク部災害対策室長

元熊本市政策局長

山崎 勉 氏

古庄 修治 氏
昭和 60 年熊本市役所入庁。　　　　　　
令和 6年熊本市交通事業管理者を最後に熊本
市を退職。「平成 28 年熊本地震」の際には、
政策局長として震災復興等に最前線で対応に
あたる。

九州大学  大学院教授（コーディネーター）
三谷 泰浩 氏

ロビー側 →←奥側 

平成 3 年九州大学を修了後、民間の建設会社を経て、
平成9年より九州大学に勤務。現在、九州大学大学院・
工学研究院・附属アジア防災研究センター教授。熊
本地震、平成 29 年九州北部豪雨などの災害対応など
に精力的に活躍。現在は、市町村向け防災対応シス
テムの開発、地域防災の研究、災害のための衛星情
報の活用など防災に関する研究に幅広く取り組んで
いる。
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アンケートは参加者のみ対応


